
洞

門

抄

物

に

見

え

る

助

動

詞
「
ヨ

ウ
」

ま

え

き

カi

江
戸
時
代
の
初
期 、
市川
洞
宗
抑
的
の
手
に
な
る
抄
物
が
現
在
い
く
つ
か
残

っ
て
い
る 。
そ
の
抄
の
国
語
に
は 、
助
動
詞
「
ヨ
ウ」
の
母
胎
と
思
わ
れ
る

形
が
少
な
か
ら
ず
見
え
る 。
例
え
ば 、
大
関
代
紗
に
は 、

。
。

八
天
子
ノ
以
敬
ヲ
受
ル
ホ
ド-一 、
心
地
ノ
村
レ 、
修
行
ノ
朽
チ
羊
ズ
ガ
大

事-ア
定
ゾ
V
(
五
の
日
オ)。

。
。

八一
挙ニ
打
殺
シ
テ
ク
レ
ヤ
フ
ズ
者
ヲ
V
(
五
の
凶
オ)

と
い
う
形
が
か
な
り
見
ら
れ
る 。
も
ち
ろ
ん 、

。
。

八
品川
子
ヲ
シ
ャ
ツ
キ
倒
シ
テ
ク
レ
ウ
ズ
物
ヲ
ト
V
(
二
の
叫
ウ)

の
形
も
あ
る 。
こ
の
「
ヨ
ウ(
ズ)」
が
「
ヨ
ウ」
の
発
生
母
胎
で
あ
る
と
た

だ
ち
に
認
め
て
し
ま
う
の
に
は
問
題
が
あ
る
と
は
思
う 。
が 、
「
ク
レ
ヤ
フ

ズ」
と
「
ク
レ
ウ
ズ」
と
の
二
種
の
表
記
が
あ
る
こ
と 、
ま
た
「
羊」
な
ど

{子
音
を
借
り
て
の
表
記
が
あ
る
こ
と
な
ど
は 、
す
く
な
く
と
も 、
洞
門
抄
物

の
国
語
に
お
い
て
は 、
「
ゥ・
ヨ
ウ」
と
い
う
こ
つ
の
形
が
別
々
に
意
識
さ

れ
始
め
て
い
た 、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う 。
そ
こ
で 、
私
は

数
穏
の
抄
物
を
資
料
と
し
て 、
こ
の
穏
の
「
ヨ
ウ(
ズ
こ
の
表
記
を
調
べ 、

そ
の
様
相
を
検
村
し
て
み
た 。
以
下
述
べ
る
小
論
は
そ
の
調
査
の
結
果
で
あ

る 。

に

つ

い

て
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I決

次

取
り
あ
げ
た
資
料

取
り
あ
げ
た
資
料
は
次
の
五
部
で
あ
る 。
い
ず
れ
も
指
定
辞
が
「
ダ」
の

も
の
で 、
従
米
関
東
語
系
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る 。

ω
禅
宗
無
門
関
紗

二
巻

抄
者・
成
立
年
代
は
不
明 。
元
和
八
年
古
活
字

版 。
東
大
同
語
研
究
室
蔵 。
以
下 、
「
無」
と
時
称 。

間
巨
海
代
紗

二
巻

天
正
末
よ
り
成
長
頃
ま
で
に
成
立 。

承
応
二
年

版 。

駒
沢
大
学
図
書
館
蔵 。

以
下 、
「
巨
」

と
略
称 。

制
大
洲
代
紗

八
巻

元
和
七
年
よ
り
党
永
十
二
年
の
間
に
成
立 。
度
安

二
年
版 。

駒
沢
大
学
図
書
館
蔵 。

以
下 、
「
大
」

と
略
称 。

削
大
洲
和
尚
再
吟

三
巻

代
紗
と
前
後
し
て
の
成
立
か 。
万
治二
年

版 。
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵 。
以
下 、
「
再」
と
略
称 。

同
一両
国
代
紗

六
巻

承
応
か
峰
山広
末
頃
の
成
立

。

万
治
四
年
版 。

駒
沢

大
学
図
書
館
蔵 。
以
下 、
「
高」
と
略
称
在1)O

表

言己

「
ヨ
ウ
(
ズ)」
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
か
を
各
資
料
に
つ
い
て

み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。

ω

「
無
」 、

ヤ
ウ
ズ
・

様



洞 門抄物に見える助動詞「ヨウ」について

陶
「
巨」 、
ョ
ウ(ズ)
・ヨ
フ(ズ)
・

様(ズ)

同
「
大」 、
ヤ
ウ(ズ)・
ヤ
フ(ズ)
・

犠ズ
・

羨ズ
・

羊ズ

附
「
再」 、
ヤ
ウズ
・

羨ズ・
羊(ズ)
・

用(ズ)

同
「
高」 、
ャ
ウ(ズ)
・

用ズ・
羊ズ
・

犠ズ
・

羨ズ
《
令ズ
・

生ズ》

右の
う
ち
開
合の
正
しい
の
は
「
巨」
だ
けで
あ
る
が 、
関
合の
混

乱は

こ
の
種の
資
料で
は
すで
に
相
当
進ん
で
い
る
の
で 、
こ
の
問
題に
つ
い
て

は
こ
こ
で
は
特に
扱わ
な
い
こ
と
に
す
る 。
表
記の
上で
問
題に
な
る
の

は 、
「
晶体
・

犠
・

羨
・

羊
・

用
・(

令
・

生
こ
な
ど
の
字
音
借
用の
た
め
の

宛て
字で
あ
る 。
その
う
ち 、
「
様
・

様」
は 、
他
種の
資
料に
もみ
え
る

もの
で
あ
る
が 、
他は
すべ
て
洞
門
関
係の
資
料に
限ら
れ
て
み
え
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い 。
ま
た 、
京
都
大
学
国
語
研
究
室
蔵の
禅
林
類
衆

抄 、
抄
統
大
師
語
録
抄
(い
ず
れ
も
洞
門
関
係の
抄
物と
み
ら
れ
る
写
本)

に
も
「ヨ
ウ」
表
記に
こ
の
種の
漢
字を
あて
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か

ら 、
刊
本 、
写
本の
相
違に
よ
る
た
め
で
も
ない 。
し
て
み
る
と 、
洞
門
抄

物に
お
い
て
は 、
「ヨ
ウ」
表
記の
場
合 、
前
記の
漢
字を
使
用
す
るこ
と

が 、
一つ
の
伝
統
的
な
表
記
法と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
ない
か
と
も
考
え
ら

れ
る(注2)O

各
種
抄
物を
見
渡
し
た
中で 、
助
動
詞と
し
て
「ヨ
ウ」
と
い
う

表
記
が

み
え
る
(ミヨ
ウ
・

答ヨ
ウ
の
類を
除
けば)
の
は 、
洞
門
抄
物に
限ら
れ

(
も
ち
ろ
ん 、
成
立
時
代の
問
題
も
あ
る
が
て
そし
て
その
表
記
が
独
自の

もの
で
あ
る
と
い
うこ
と
は 、
抄
物の
性
格
を
考
え
る
上で
大
切
なこ
と
で

あ
ろ
う 。

洞
門
抄
物の
特
徴と
い
う

点に
つ
い
て
は
別
稿
「
足
利
学
校
蔵
人

天
眼
目
抄と
その
国
語」(
国
語
と
国
文
学 、
三
十
七
巻
十二
号)
で
卑
見を

述べ
て
あ
る
の
で 、
併せ
て
御
覧い
た
だ
けば
幸い
で
あ
る 。

四

「
ヨ
ウ」
の
接
続
状
態
と
そ
の
分
析

「ヨ
ウ」(注3)
の
勃詞へ
の
接統
状
態を
その
表
記の
上か
ら
見て
み
る

と 、
第一
図の
如
くに
な
る 。
即ち 、
上
一
・二

段、
下
一
・二

段、
ヵ
変、

サ
変、
下
二
段
型
助
動
詞の
未
来形が
ど
の
よ
うに

表
記
さ
れて
い
る
か
を

み
た
わ
けで
あ
る 。
作
業は
「ヨ
ウ」
表
記 、
「ウ」
表
記に
わ
け
(「ム
・

ン」
表
記
も
数
例
あ
る
が 、
こ
の
場
合
直接に
関
係し
ない
もの
と
み
て
考

慮に
入
れ
ない
て
そ
れ
が
ど
の
よ
うに

分
布し
て
い
る
か
をみ
た 。
上
了

二
段は
用
例は
多い
が 、
異
な
り
活
数が
少
く 、
全
活
用
行が
揃わ
ない 。

「
来(
く

こ
は 、
もっ
ぱ
ら
「
来た
る」
の
形で
用い
ら
れ 、
カ
変の
該
当

例は
一つ
も
見
当
ら
ない 。
訪問
例を
すべ
て 、
未
然
形の
形で
示し
た
の

は 、
二
段活
用は
当
時
すで
に一
段に
移
行し
始め
て
い
た
し 、
「ゥ
・ヨ

ウ」
の
接
続
状
態
を
み
るに
は 、
こ
の
方が
都
合が
よい
と
考え
た
か
ら
で

あ
る 。
ま
た 、
「ア
・ハ
・

ヤ
・ワ」

行
下二
段の
動
詞
語
尾
を
すべ
て「
!

エ」
と
表
記
し
た
の
は 、
「ア
・ハ
・

ヤ
・ワ」

行の
エ
段
音は
い
ずれ
も

当
時 、
漸
強
重
母
音の
円以で
あっ
た
と
考
え
ら
れ
るの
で 、
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
考え
た
方が
よい
と
思っ
た
た
め
で
あ
る 。
数
字は 、
その
用
例
数
を

示し 、
け
内の
数
字は
「
ウ
・ヨ
ウ」
がつ
く

場
合 、
その
動
詞の
活
用
語

尾が
表
記
さ
れ
て
い
ない
もの 、
即ち 、
淡
字に
直
接つ
けて 、
「
ウ
・ヨ

ウ」
を
表
記
し
た
もの
で
あ
る 。
特に 、
こ
の
場
合の
「
ウ」
表
記は
伝
統

的
な
表
記
法に
従っ
た 、
即
ち 、
意
志
推
量
表
現は
「ウ」
で
あ
る
とい
う

意
識が
強かっ
た
もの
と
思
わ
れ
る 。
第一
去を
問
時
化し
て
示
す
と
第二

表の
如
くに
な
る 。

以
上、
調
査し
た
実
例
を
もっ
て 、
その
接
統
状
態
を
み
て
ゆ
くこ
と
に
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す
る 。「

無」
は
成
立
年
代
も
不
明
で
あ
る
し 、
用
例
も
少
な
い
し
す
る
の
で

(注
丘 、
参
考
程
度
に
考
え
る
と
し
て 、
他
の
四
番
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か 。
成

立
年
代
順
に
ゆ
け
ば 、
「
高」
あ
た
り
は
相
当
「
ヨ
ウ」
が
出
現
し
て
も
よ

い
わ
け
で
あ
る
が 、
「
高」
の
傾
向
は
む
し
ろ
「
巨」
に
近
似
し 、
「
大・

一丹」
の
二
番
と
は
か
な
り
へ
だ
た
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
る 。
こ

れ
は
「
高」
の
国
語
が 、
他
の
三
番
に
較
べ
て
い
く
ぶ
ん
古
い
形
を
保
っ
て

い
た
た
め
と
み
ら
れ
る 。
例
え
ば 、
窪田
尾
表
記
な
く
直
接
に
「
ウ」
を
つ
け

て 、
未
来
表
現
を
成
立
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
傾
向
が
強
い
点
な
ど 、
そ
れ
が

感
じ
ら
れ
る 。
「
高」
の
成
立
は
度
安
期
ご
ろ
に
下
る
の
で
あ
る
が 、
抄
に

用
い
ら
れ
た
国
語
の
内
部
徴
侯
を
見
る
と 、
「
ウ
ム
の
下
に
ご
る」
と
か
「
ア

ハ
ワ
行
下
二
段
動
詞
の
ヤ
行
活
用
化」
な
ど
室
町
期
(
と
く
に
抄
物)
特
有

の
傾
向
が
み
ら
れ 、
全
体
と
し
て
大
測
の
も
の
よ
り

古
さ
を
感
じ
さ
せ
る
点

が
多
い 。
そ
れ
に
反
し
て 、
「
大・
再」
に
お
い
て
は 、
サ
変 、
助
動
詞
の

場
合
を
除
い
て
は 、
ほ
ほ
「
ヨ
ウ」
が
固
定
し
て
い
る
と
い
え
る
ほ
ど
で
あ

る 。
従
っ
て 、
「
大・
再」
と
「
高」
と
の
聞
の 、
時
代
の
ず
れ
か
ら
云
え

ば 、
む
し
ろ
逆
の
傾
向
を
取
っ
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
の
相
違
は 、
同
じ
位

相
に
あ
り
な
が
ら
も 、
抄
者
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
意
識
に
起
因
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る 。

次
に
実
際
の
例
に
つ
い
て
み
て
み
る 。
ま
ず 、
第一
に 、
す
べ
て
「
ヨ
ウ」

で
表
記
さ
れ 、
「
ウ」
表
記
の
例
が
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
か
ら
み
て
み
よ

う 。
第一
・

二
表
に
よ
れ
ば 、
上一
・

二
段
の
場
合
で
あ
る 。

《
大
湖
ノ
浦
ワ
ト
ミ

一茨
ズ
》
(
大・
五
の
6
ウ)

《
其
脚一
元
ト
ヲ
学
デ
歩
テ
見
ル
ニ
一
句
ニ
似
ヤ
フ
ズ
事
デ
ハ
在-ア

コ
ソ
》
(
大・
七
の
げ
ウ)

例
2

《
正
当
ノ
絶
景
ヲ
パ
夢
中ニ
過
ギ
羊
ズ
》
(
高・
三
の
3

ウ)

例
4

《
枠
内
テ
ハ
何
ニ
ガ
其
依-一
用
イ
ヤ
ウ
ズ
》
(
高・
四
の
5
オ)

の
如
く 、
す
べ
て
「
ヨ
ウ」
表
記
で
あ
る 。
こ
の
場
合
は
異
な
り

語
数
が
少

く 、
ほ
と
ん
ど
は
例
1
の
如
き
「
見
る」
に
続
く

場
合
で
あ
る 。
と
こ
ろ
で

上一
段 、
な
か
ん
ず
く

「
ミ
ヨ
ウ」
に
つ
い
て
は 、
す
こ
し
問
題
が
あ
り
そ

う
で
あ
る 。

例
5

《
山
中
ニ
ヲ
ル
人
ノ
ミ
ヨ
ウ
函
テ
ハ
ナ
イ
ソ
》
(
四
河
入
海

巻

十
二)

例
6

《いけ口可曲目
E
no
s
聞
広-
B
R
2
5巾0
5
》
(
イ
ソ
ポ
・

四
五
九

ぺ)

の
如
く 、
中
世
末
で
は 、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に 、
仮
名
表
記

で
は
「
ミ
ヨ
ウ」
と
あ
っ
て
も 、
実
際
の
発
音
は 、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
劫
音
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
が 、
洞
門
関
係

で
は 、
例
1
の
「
羨」
や 、

例
7

《
夢
ヲ
見
用
ズ
ト
ヨ
ン
ダ
歌
ダ
》
(
再・
上
の
四)

の
「
用」
の
よ
う
に 、
字
音
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

仙翌日
で
は
な
く 、

「
ミ
・
ヨ
ウ」
と
割っ
て
発
音
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る 。
湯

沢
博
士
に
よ
る
と
(
注5) 、
「
見
る」
の
こ
の
種
の
例
で
古
い
も
の
は 、

例
8

《
墓
の
所
作
が
ら
す
る
は 、
書
イ
て
も
見
様
と
忠
ふ
気
か
》
(
延

享
二
年 、
菅
原
伝
受
手
習
鏡)

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る 。

こ
の
点
か
ら
す
る
と 、
「
ヨ
ウ」
の
発
生・

例例
2 1 
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洞門抄物に見える助動詞「ヨウ」について

固
定は
洞
門
抄
物に
お
い
て
他に
比
し
て
か
な
り

早
かっ
た
と
言
え
よ
う

(注6) 。
(
もち
ろ
ん 、
音を
借
り
な
け
れ
ば
「ヨ
ウ」
と
認め
ない
と
い
う

の
で
な
く 、
その
客
観
性・
確
実
性の
点で
問
題に
し
て
み
る
の
で
あ
る 0)

ま
た 、
上二
段の
場
合は

例9
《ヨonE
可。一NE
E
間口一回包》
(イ
ソ
ポ・
四
四
四ベ)

の
如
く 、
語
幹
復
原が
ま
だ
行
わ
れ
ず 、
「モ
チョ
ウ」
の
状
態で
あっ
た
わ

け
で
あ
る
が 、
洞
門
抄
物で
は 、
すで
に
例4
の
如
く「モ
チ
イヨ
ウズ」

と
なっ
て
お
り 、

「ヨ
ウ」
の
固
定
化へ
の
早
さ
が
伺わ
れ
る 。

次い
で 、
「ヨ
ウ」
の
独
立
し
易い
と
み
ら
れ
る
の
は 、
「アハ
ヤ
ワ
行
下

二
段」
の
場
合で
あ
ろ
う 。

例
外は
次の
二
例の
み 、

例目
《
何ニ
物ヲカ
伝ウ
卜

云ハ
》
(
再・
下山
ウ)

例日
《
十五
城ニ
換フズ
ト

云
テ
》
(巨・
下3
オ)

こ
れ
ら
は 、
恐
ら
く
「
ウ」
表
記に
よっ
て
意
志
推
量
表
現
を
成
立
さ
せ

る
と
い
う

伝
統
的・
保
守
的
意
識に
基づ
い
た
もの
と
思
わ
れ
る 。
活
用
語

尾
表
記の
ない
点か
ら
も
そ
れ
と
知
れ
る 。
「
伝エ
ヨ
ウ」
も 、

例辺
《
衣
鉢ヲモ
取
リ

伝エ
羨ズ
カ
》
(
再・
上の
担
オ)

と
な ・ウ
て
い
る
の
が
一
般で
あ
る 。

さ
て 、
次の
間
題は 、
o

l--'

 

例目
《
言
語
ヲ
以て
答ヨ
ウ
ト

シ
タハ
》
(巨・
下
の
3
ウ)

。

11111111

例は
《
今
冬ノ
行
令モ
関ヨ
ウズ
》
(巨・
上の
お
ウ)

。
o

eil--E

例時
《
仏
法
王
法二
法
栄
盛ノ
祝
語ハ
間コ
羊ズ
》(
高・一
の
2
オ)

の
よ
う
な
例 、
即
ち 、
例9
と
同
質か
と
み
ら
れ
る
もの
で
あ
る 。
こ
れ
ら

が 、
は
た
し
て 、

例凶
《ソ(
添)
ヨ
ウズ
処モ
ノ
ケ
ウ
ズ
処モ
ナ
イソ
》
(蒙
求
抄)

の
如
くに 、
「コ
タヨ
ウ」
「
キコ
ヨ
ウ」
で
あ
るか
否か
につ
い
て
は 、
例

目
が
語
幹の
一
部を
表
記
し
た
唯
一の
例で 、
ま
た 、
仮
名
書
きの
例
も
見

え
ない
の
で 、
はつ
ぎ
り
し
た
こ
と
は
言
え
ない 。
が 、
た
だ 、
中
世
末
抄

物で
は 、
こ
の
「コ
タヨ
ウ」
の
類と 、
上
一
段・
サ
変の
類の
場
合
を
除

い
て
は 、
表
記の
上で
す
ら
「ヨ
ウ」
が
見
ら
れ
ない
の
で
あ
る
か
ら 、
洞

門
抄
物の
場
合と
は
問
一
視で
き
な
い
で
あ
ろ
う 。
こ
の
「
答ヨ
ウ」
は

「コ
タエ
ヨ
ウ」
を
表
記
し
たつ
もりの
もの
で
あ
るか 、
或い
は 、
「
答

ウ」
と
は
逆に 、
すで
に
「ヨ
ウ」
が
固
定
化し
て
きた
た
め
表
記し
た
も

の
で
あ
るか 、
い
ず
れか
に
違い
ない 。

さて 、
こ
こ
で
上
一
段に
戻っ
て 、
「
居る・
射る」
な
ど
の
場
合
を
考

えて
み
たい 。
洞
門
抄
物に
は 、
こ
の
例は
見ら
れ
なかっ
た
が 、
土
井
博

士
は
こ
の
「
射る」
な
ど
の
場
合の
「イヨ
ウ」
を
もっ
て
「ヨ
ウ」
の
発

、lJ

、J

、J

、リ

生
母
胎と
考
え
ら
れ
た
(注7) 。
こ
の
変
化は 、
山一
八
山八・同
八・明(注7)
で

-

〔

〔

〔

あっ
た
ろ
う
と
思
う
が 、
い
ず
れ
に
し
て
も 、
中間の
形と
し
て
仰
の
時
代

が
あっ
た
もの
と
忠
わ
れ
る 。
そこ
で 、
上
一
段・
上二
段・
下二
段の
そ

れ
ぞ
れ
語
幹
最
終
音
節が
母
音
音
節で
あ
る
もの
の
「
ウ」
承
按
を
し
た
場

合
を
較べ
て
み
る
と 、
次の
よ
うに
な
る
だ
ろ
う 。

、，Jいれ
〔
包〕

〉〔F
E〕

〉〔
ち一〕

〉〔
宏一〕

、，J榊
〔
目。
壬ロ〕〉〔
g
f一〕〉〔
go
雪〕〉〔
go
去O〕〉〔
g
ζ=
官〕

rB目、、，JUU
〔白
5
2〕

F目、そ
し
て 、

ワ
ヤ
行

上一
段

ハ
ヤ
行

上二
段

アハ
ヤ
ワ
戸行

下二
段

ワ
ヤ
行
上一
段の
場
合 、
その
語
幹
復
原が
他よ
り
も
早かっ
た

〉〔白押印
甘心
匂

〉〔由同白い巾FDh〕

〉〔
巳ω口一〕
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ろ
う
こ
と
は 、
認
併
が
「
ヨ
ウ」
に
含
ま
れ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
り
し
て

想
像
が
つ
く 。
ま
た 、
他
の
行
の
上一
・

二
段
に
し
て
も 、
語
尾
に
ω
を
持

つ
関
係
上 、
他
の
下
二
段
よ
り
も
早
か
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い 。
洞
門
抄
物
で
は
こ
の
三
者
は
す
べ
て
「
ヨ
ウ」
を
独
立
さ
せ
る
段
階
ま

で
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
た
だ 、
問
題
は
「
ミ
ヨ
ウ」
の
如
く 、
語

幹一
音
節
の
語
で
あ
る 。
〔
ヨ
ち一〕
の
状
態
で
あ
っ
て
も
語
幹
〔
弓〕
は
立

識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

か
ら 、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
サ
変
の
効
利
と
同
じ

く 、
仙川
音
の
場
合
も
あ
っ
た
も
の
と
思
う 。

次
に 、
ア
ハ
ヤ
ワ
行
以
外
の
下
二
段
動
詞
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う 。

第

一
・

二
表
よ
り
み
る
と 、
「
ゥ・
ヨ
ウ」
ほ
ほ
相
半
ば
し
た
状
態
で
あ
る
と

言
え
る 。
仔
細
に
見
る
と 、

ヨ
ウ

ウ

「
巨」

2
問

ロ
附

ト

ト

り
内
は
語
尾
表
記

「
大」「
再」

μ
の

5
2

の
な
い
場
合 。

「
高」

7
ω

ロ
附

と
な
り 、
「
大・
再」
で
は
大
略
「
ヨ
ウ」
と
な
っ
て
い
る
が 、
「
巨」
「
高」

は
大
体
同
じ
傾
向
で 、
「
ウ」
の
方
が
多
く 、
ま
た
「
ウ」
表
記
の
場
合 、

語
尾
表
記
の
な
い
の
が
多
い
の
は 、
先
に
述べ
た
伝
統
的
な
市
が
強
く
出
た

た
め
で
あ
ろ
う 。

「
大・
再」
で 、
語
尾
衣
記
が
あ
っ
て 、
「
ウ」
を
取
る
の

は
「
出(
い
で)」
「
呉
れ」
「
合
せ」
「
避
け」
「
兼
ね」
で
あ
る 。
こ
の
う
ち

「
合
せ」
は
サ
変
の
傾
向
に
引
か
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る 。
残
り
の
う

ち 、
「
呉
れ」
と
「
兼
ね」
は 、
い
ず
れ
も 、

o
o

--}fLl

 

例
目

八
品川
子
ヲ
シ
ャ
ツ

キ
倒
シ
テ
ク
レ
ウ
ズ
物
ヲ
ト

V
(
大・
二
の
HH

ウ)

o
o

sit---'

 

一
法ハ
ツ
ツ
キ
カ
ネ
フ
ズ

例
印

八
キ
レ
タ
肌
エ
ナ
ド
ヲ
綴
ル
如
ク
テ 、

ホ
ト

ニ
V
(
大・
七
の
ロ
オ)

と
い
う 、

「

テ
ク
レ
ル」
「

ヵ、不
ル」
と
レ
っ
た
補
助
用
言
的
用
法
で

あ
る 。
と
こ
ろ
が 、
「伽…」
「
巨」
「
高」
な
ど
に
み
え
る
閉
じ
用
法
の
も
の

は
品川
ん
ど 、
-

0
0

 

例
却

〈
北ハ-一
打
テ
ク
レ
ウ
ズ
ゾ
ダ
卜

V
(
巨・
下
の
ロ
ウ)

。
。

11111111

例
幻

二
十
棒
ツ
ツ
打
テ
ク
レ
ウ
ス
レ
疋
V
(
無・
上
の
鈍
ウ)

B

o
o

l--14

 

例
辺

諸
人
ノ
騒
腰
ヲ
如
キ
折
ッ

テ
ク
レ
ウ
ズ
V
(
高・
四
の
斜
オ)

と
な
っ
て
い
る 。
即
ち 、
か
よ
う
な
用
法
の
場
合
は
「
ヨ
ウ」
の
独
立
は
遅

か
っ
た
よ
う
で
あ
る 。
し
か
し 、

パン

o
o

ili--

例
幻

〈
閉
山
ニ
吃
向
シ
ナ
ガ
シ
テ
ク
レ
用
ズ
ト

V
(
再・
上
の
時
オ)

o
o

--motil--

例
但

八一
挙
ニ
打
殺
シ
テ
ク
レ
ヤ
フ
ズ
者
ヲ
V
(
大・
五
の
凶
オ)

と
独
立
さ
せ
る
段
階
に
ま
で
は
来
て
い
る 。

ま
た 、
ヵ
カ
行
と
ラ
行
の
場
合(
第
二
表
参
照) 、
か
な
り
「
ウ」
表
記
が

目
立
つ
の
は 、
そ
こ
に
他
と
異
な
っ
た
音
韻
的
事
情
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か 。
橋
本
博
士
は
h
+
u
は
他
の
行
の
そ
れ
に
絞
ベ
て
変
化
が
遅
く 、

室
町

末
で
は
未
だ
お
の
状
態
で
あ
っ
た
と
説
い
て
お
ら
れ
る
が
在9) 。
「
巨」

「官同」
で
は 、

例
お

〈
賜
散
ラ
カ
シ
テ
ノ
ケ
フ
線ニ
V
(
巨・
下
の
日
ウ)

例
お

〈
碧
似
ノ
鼻
孔
ヲ
モ
弾
破
シ
テ
ノ
ケ
ウ
ズ
V
(
高・
四
の
臼
オ)

と
「
ウ」
表
記
が
目
立
ち 、
同開且日
で
φめ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る 。
し
か
し 、

「
大・
再」
で
は 、

例
幻

〈
此
ノ
ヤ
フ
ナ
行
股
ノ
処
ヲ
パ
ナ
ン
ト
ミ
ト
ド

ケ
ヤ
フ
ズ
V

(
大・
二
の
必
ウ)
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洞門抄物に見えるjj.lJ動詞「ヨウ」について

の
如
く 、
「
ヨ
ウ」
表
記
が
多
く
な
っ
て
い
る 。

-7
行
で
は 、
異
な
り
語
数
も
多
く 、

用
例
数
も
多
い
の
で
比
較
的
考
え
易

い
が 、
「
古一間」
に 、

例
却

八
後
学
ノ
者
ノ
情ロ
ヲ
師
家
ガ
制
せ
ズ
ン
パ 、
臨時-一
乱
リ
ヤ
ウ
ズ
V

(
高・
四
の
幻
ウ)

の
如
く
は
っ
き
り

効
音
表
記
し
て
い
る
例
(
も
っ
と
も
い
く
ぶ
ん
文
語
的
で

あ
る
が)
が
あ
る
と
こ
ろ
よ
り 、
他
の
行
よ
り
も
働
音
で
あ
っ
た
期
間
が
長

か
っ
た
と
見
ら
れ
る 。

こ
の
下
二
段
に
接
す
る
場
合
の
例
と
し
て 、
円十
い
も
の
は 、
管
見
に
よ
る

と
次
の
も
の
で
あ
る 。

例
羽

八
達
磨ニ
ハ
シ
タ
タ
カ
ニ
棒
ヲ
ア
ピ
セ
ヨ
ウ
ズ
V
(
人
天
眼
目
抄

下)

例
初

八
さ
さ
せ
ら
れ
い 。
一
っ
た
べ
よ
う
V
(
虎
清
本
狂
言 、
さ
る
ざ

と
う)

前
者
の
成
立
は
文
明
末
と
み
ら
れ
る
が 、
書
写
は
天
正
初
期
で
あ
る
か
ら 、

書
写
の
際
の
誤
写
と
み
ら
れ
よ
う 。
人
天
眼
同
抄
は
洞
門
抄
物
の
一
つ
で 、

指
定
辞
に「
ダ」
を
も
持
っ
て
お
り 、
こ
の
例
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
在
日。

後
者
は
関
閥
系
の
も
の
と
し
て
の
初
見
(
正
保
三
年
寄
写)
で
あ
る
が 、

「
た
び
ょ
う」

「
た
べ
う」

「
た
び
ゅ
う」
の
如
く 、

他
で
は
表
記
し
て
い
る

の
で 、
大
塚
光
信
氏
の
お
考
え
の
如
く 、
「
た
べ
よ
う」
と
仙盟H
に
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う(
注日) 。

次
に
サ
変
の
場
合
を
み
て
み
よ
う 。

第一
・

二
表
に
よ
る
と 、
い
ず
れ
の

資
料
も
「
ヨ
ウ・
ウ」
表
記
の
間
に
あ
ま
り
そ
の
差
が
な
い 。
「
巨」
な
ど

は
逆
に
「
ヨ
ウ」
表
記
が
多
い
と
い
う

結
果
ま
で
出
て
い
る 。
そ
こ
で 、
次

の
例
を
見
て
み
よ
う o

o

l--fll1111 

例
刊記

〈
愛
ヲ
追
慕
シ
ョ
ウ
ズ
〉
(
巨・
上
の
げ
ウ)

。

，Btt』1

例
お

八
上
ラ
ヌ
様
ニ
接
せ
フ
ズ
V
(
巨
・

上
の
5
オ)

こ
の
両
者
の
聞
に
は 、
表
記
が
示
す
ほ
ど
の
差
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う 。
も
ち
ろ
ん 、

O

Illi--

例
加

八
間
ヲ
是
処
卜

ハ
シ
様
ズ
V
(
巨・
下
の
お
オ)

の
如
く 、

字且H
を
仙
り
て
い
る
場
合
は
〔
己
万一〕
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が 、

例
お

〈
何-一
ガ
尋
常
ノ
学
人
ヲ
パ
鍛
鉄
生
ズ
V
(
高・
二
の
日
オ)

の
如
き
「
生」
の
字
音
を
か
り
る
例
ま
で
あ
る
の
で 、
例
目ω
・

お
は
な
お
効

音
で
あ
る
と
見
る
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。
こ
れ
は 、
先
に
述べ
た
「
見
る」
の

類
と
同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う 。
し
か
し 、。

IIll111111

例
目却

〈
何
ニ
ガ
恩
ヲ
報
ズ
ル
間
ヲ
見
卜

ハ
せ
ヤ
ウ
ズ
V
(
大・
四
の
お

ウ
)

の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は 、
サ
変
の
場
合
に
あ
っ
て
も 、
「
ヨ
ウ」

を
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
て
の
事
か
ら
で
あ
ろ
う 。

最
後
に 、
助
動
詞
承
接
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う 。
そ
の
結
合
の
事
情
を

品H
韻
の
上
か
ら
見
れ
ば 、
下
二
段
の
場
合
(
ラ
・

サ
行)
と
同
じ
で
あ
る
は

ず
だ
が 、
第一
・

二
表
に
よ
る
と 、
か
な
り

還
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る 。

下
二
段
で
が
殆
ん
ど
「
ヨ
ウ」
表
記
で
あ
っ
た
「
大」
で
さ
え 、
圧
倒
的
に

「
ウ」
表
記
が
多
く 、
「
巨」
「
高」
に
至
つ
て
は
殆
ん
ど
「
ウ」
表
記
で
あ

る 。「
る・
ら
る」
に
つ
い
て
み
る 。
「
大・
再」
で
は 、
ラ
行
下
二
段
の
動
詞

は
「
ク
レ」
を
除
い
て 、
他
は
すべ
て
「
ヨ
ウ」
表
記
で
あ
る
の
に 、
助
動

〕

〕

詞
「
レ
・
ラ
レ」
は
そ
の
逆
で
あ
る 。
動
詞
の
語
尾
h
と
助
動
詞
の

h
と
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の
問に
音
仰の
桁
還が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ない
か
ら
何か
他の
事
悩が
あ

る
の
で
あ
ろ
う 。
少し
例
を
あ
げ
る
と 、

O

Il--hB

 

例
幻

八
ナ
ン
ト

指
南
ナ
サ
レ
ウ
ズ
卜

V
(
巨
・

下
の
日
オ
)

例
叩ぬ

〈
我
ガ
生
悶
ノ
後
刻
ト

ハ

他
卿
ダ
ト

ハ

思
ハ

令
ズ
ゲ
ニ
ト

V

(
高
・

三
の
6
オ)

の
よ
うに 、

「ウ」
表
記
(「
令」
な
ど
に
よ
る
勧
音
表
記)
が
多く 、

。
。

111111l

例
鈎

〈
玄白
不
皇
-MW
ノ
后
-一

立
テ

ラ
レ
ヤ
フ
ズ
V
(
大
・

三
の
幻
ウ
)

の
如
き
例は
少
ない 。

「
す
・
さ
す」
に
至
る
と 、

。
。

例
ω

心
得
サ
せ
ウ
ズ
為
メ
ダ
V
(
巨
・

上
の
幻
ウ
)

O

Il--，

 

例
川出

〈
云
テ
聞
カ
せ
ウ
ズ
者
ヲ
ト

V
(
大
・

ニ
の
7
ウ)

と
「
ウ」
表
記
が
圧
倒
的に
多く 、
o

l--fili--

例
必

〈
睡
リ
ヲ
サ
7
サ
せ
ヤ
ウ
ズ
物
ヲ
V
(
高
・

四
の
7
ウ
)

の
よ
う
な
例は
「
高」
に
二
例
見
た
だ
けで
あ
る 。
「シ
ム」
は
そ
れ
自
体 、

すで
に
文
章
語
的
性
格の
語で
あっ
た
か
ら 、
「ウ」
表
記は
当
然で
あ
る

か
も
知
れ
ない 。

さて 、
こ
の
傾
向は
ど
う

説
明
す
れ
ば
よい
で
あ
ろ
うか 。

私は
次の
よ

うに
考
え
て
み
た 。

。
。

免か
れ
・
う

(下二
段
動
詞)

。
。

な
さ
れ・
う

(
助
動
詞)

を 、
そ
れ
ぞ
れ 、

。

免か
れ・
ぅ

。
。

な
さ・
れ
う

と
い
う

形で
把
握
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば 、
「れ
う」

が
い
ず
れ
も
〔ユO一〕

、，IJ

で
あっ
た
と
し
て
も 、
、

「
免か
れ」
の
語
尾
h
を
含
む
方が
語
幹
復
原が

早かっ
た
ろ
うと

思
う 。
し
か
し 、
こ
の
種の
助
動
詞は
辞
的
性
格よ
り
も

詞
的
役
絡が
強い
か
ら 、
語
幹
復
原
も
そ
れ
ほ
ど
遅
く
な
かっ
た
で
あ
ろ

う 。
ま
た
は 、
さ
きに
述べ
た
「
サ
変」
「
見る」
等の
如
く

〔門
官〕
の
中

に
語
怜
h
を
感じ
と
る
こ
と
が
で
きた
た
め 、
遅れ
た
と
も
考え
ら
れ
る
が 、

「
ら
る」
の
問
題
も
あ
り 、

一
概に
決め
か
ね
る 。
い
ず
れに
せ
よ 、
例犯

の
よ
うに 、

助
動
詞に
の
み
特に
「
令」
字を
用い
て
い
る
あた
り 、

特
別

な
意
識が
あっ
た
もの
と
思わ
れ
る 。
「
す・
さ
す」
も
同
様に
考
え
ら
れ

る 。

22 

以
上 、
各
活
用の
型に
従っ
て
その
接
続
状
態を
検
討し
て
きた
が 、
口収

後に
そ
れ
を
ま
と
め
て 、
洞
門
抄
物か
ら
み
て 、
「ヨ
ウ」
の
発
生
生
成
過

程を
推
定
する
と 、
次の
よ
うに
な
る
と
思
う(注回) 。

上
一
段
「
見る」
の
類
及び
サ
変
動
詞
承
接

接

接

接

接
日

承
.

承

承

承
υ

按

詞

段
詞

詞

詞
封

承

動

二
動

動

動
吋

詞

4

↓

立

↓
誠
1
↓
羽
市

↓
捌
||
↓

上

ワ
上

上

下
一ペ

型

行

ヤ

行

他

他

ガ

段

ヤ

ハ
ヤ

の

の
ト

ニ

ワ

ア
ハ

そ

そ
り

下

第一段階

第三段階

'士，
7Li 

第五段陪

第二段階

第四段階

成



こ
こ
で
い
う

完
成と
は 、
四
段
な
ど
につ
く
「
う」
に
対して 、
はっ
きり

「ょ
う」

が
意
識
さ
れ
た
とい
うこ
と
で
あ
る 。
即
ち 、
文
法
上
「
う」
に

対
す
る
「ょ
う」

が
確
立
し
た
事
を
示
す 。
従っ
て 、
確
立
彼
も
ぞ
ん
ぎい

な
発
音
な
ど
で
は 、
も
ち
ろ
ん
効
音の
場
合
も
あ
ろ
う 、

が 、
その
場
合

も 、
文
法
上の
単
位と
して
「ょ
う」
は
意
識
さ
れて
い
る
は
ずで
あ
る 。

洞門j>j>物に見える助動詞「ヨウ」について

最
後に 、
「ヨ
ウ」
が
東
国
語
で
あ
る
か
否か
の
点に
つ
い
て
述べ
て
み

よ
う 。
こ
の
洞
門
関
係の
資
料
を
除い
て 、
「ヨ
ウ」
が
用い
ら
れ
出
すの

は 、
明
和
期の
酒
落
本
類
を
待た
ね
ば
な
ら
ない 。
そ
れ
以
前の
東
国
的
色

彩の
強い
と
言わ
れ
る
三
河
物
語
・

雑
兵
物
語
な
どに
は
一
例
も
見ない 。

後
者
な
ど
は
特に
口
語
臭の
強い
もの
で
あ
り
な
が
ら 、
「ヨ
ウ」
は
お
ろ

か
、

「ウ」
(
二
例
の
み
)

す
ら
見
え
ず 、

もっ
ぱ
ら
「
ベ
い
(
べ
し
と
を
用

い
て
い
る 。
こ
の
点と
現
代
東
国
方
言と
の
検
討か
ら
中
村
通
夫
先
生は 、

「ヨ
ウ」
が
東
国
語で
あ
る
とい
う

仮
説
を
強
ノヘ
疑がっ
て
お
ら
れ
る(注
目 。

私は 、
こ
れ
は
言
語
主
体の
位
相
差に
よ
る
も
の
で
は
なレ
か
と
見て
い

る 。
「べ
い」
と
「
う・
ょ
う」
の
使
用
岡山が
異
なっ
て
い
た
の
で
は
ない

か
と
思
う 。

一
般
人よ
り
もは
る
か
に
高い
知
識
胞に
あ
る
僧
侶
階
級の
用

語と
下
級
武
士
ない
し一
般
人の
用
語と
の
問に
は 、
あ
る
程
度のへ
だ
た

り
が
あっ
た
で
あ
ろ
う 。
ま
た
は 、
抄
物とい
う
独
自の
環
収の
中で
育っ

た
一
一種の
口
語
文
的
な
言い
方で
あっ
た
と
も
考
え
ら
れ
る 。
レ
ず
れに
せ

よ 、
こ
れ
ら
が
現
代
語
「ヨ
ウ」
の
発
生
母
胎で
あ
る
と
認め
ら
れ
れ
ば 、

その
発
生
当
初の
お
もか
げ
を
残して
い
る
貴
重な
資
料と
な
ろ
う 。

(
注
1

)

「
巨
・

大
・

再
」

に
関
し
て
は

、

金
悶
弘
氏
「
東
国
語
脈
で
書
か
れ

た
抄
物
二
・

三
」
(
国
語
学
二
十
瞬)

に
紹
介
が
あ
る

。
「
高
」

に
関

し
て
は
拙
稿

「
高
国
代
紗
」
(
未
定
稿
七
号)

で
ふ
れ
て
お
い
た
。

と
れ
は
近
い
う
ち
定
稿
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る

。

(
注
2

)

こ
の
外 、

吉
川
泰
雄
氏
に
よ
る
と
(
「
近
世
国
語

に
於
け
る
長
勧
音

『
ゅ
う

』
と
『
ょ
う

』
と
の
相
関
」

主
典
の
新
研
究
第
二
集)

、
「
納
受

ヲ
パ

何
ン
ト

見
羊
ス
」

(
寿
松
和
尚
下
語
抄
|

未
見)

が
見
ら
れ
る

と
の
事
で
あ
る
が

、

こ
の
下
垣間
抄
も
洞
門
系
の
も
の
と
み
ら
れ
る

。

(
注
3
)

厳
密

に
言
う
と
、

「
ヨ
ウ
ズ
」

と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が

、

便
宜

上
「
ヨ
ウ
」

と
す
る

。

以
下
問
断

。

(
注
4
)

こ
の
理
由
の
外
に

、

他
の
四
容
が
い
ず
れ
も
「
代
抄
(
再
吟
も
こ

の
一

種)
」

ー
で

あ
る
の
で

、

図
書
中
心
の
方
が

処
理
し
や
す
い
点
も

あ
る

。

(
注
5
)

「
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
」

二
七
九
頁

。

(
注
6
)

主
目
的
玉
細川
集
な
ど
で
注
意
し
て
い
る
の
は
割
っ

て
発
音
す
る
と
い

う
事
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
口
語
〔
SF
D
心

に
対
し
て
で
あ
ろ
う
。

そ
れ

に
反
し
て
「
あ
ゆ
ひ
抄
」
(
安
永
二
年
成
立)

で
は

、

『
ま
た
里

言
に
ウ
を
言
ふ
時 、

イ
経
に
続
き
て
は
た
よ
り
あ
し
け
れ
ば

、

見
ウ
・

着
ウ
と
言
ふ
べ

き
を

、

見
ヨ
ウ
・

若
ヨ
ウ
な
ど
ヨ
を
加
ふ
る
は

、
一-E一口

ふ
か
ひ
な
き
事
な
れ
ど
も 、

里吾一一口
と
て
当
つ
る
上
は
と
て
本
抄
に
も

し
か
当
て
た
り
。

』
(
巻
四

、

将
倫

。

傍
点
筆
者)

と
あ
り 、

当
時
は

上
方
で
も
す
で

に
〔
ヨ
ニ
8一〕

で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る

。

(
注
7

)

「
近
古
の
国
語
」
(
国
語
科
学
講
座)

な
ど
。

な
お

、

天
草
本
平
家

物
語

に
、

〈同0
2
gmロ
ロO
Ho
gD凹白
S
E
EO
BO
E口門前E
-
BNロ門口
V
(
四

三
頁)
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と
見
え
る

。

(
注
8
)

中
世
末
の
「
ユ
ウ
韻
よ
り
ヨ
ウ
韻
へ
の
変
遷
」

に
つ
い
て
は

、

吉

川
氏
が
前
掲
論
文
(
注
2)

で
詳
述
さ
れ
て
い
る

。

(
注
9

)

「
吉
利
支
丹
教
義
の
研
究
」

参
照

。

(
注
目
)

拙
稿
「
足
利
学
校
蔵
人
天
眼
目
抄
と
そ
の
国
語
」

(
国
語
と
国
文

学 、

三
卜

七
巻
十
二
号)

(
注
日
)

「
ダ
と
あ
る
抄
物
」
(
国
文
学
致 、

二
十
一

号)

(
注
ロ
)

「
カ
変
」

は
そ
の
例
が
な
い
の
で
外
し
て
あ
る

。

キ
リ
シ
タ
ン
資

料
で
は

、

「
と
う
ず
(円
DN
C)
」
(
た
だ

、

「
出
で
来
」

の
場
合
は

、

Em
n-o
D一

と
な
っ
て
い
る
が

、

こ
れ
は
二
段
活
用
に
頬
被
さ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。)

と
な
っ
て
い
る

。

こ
の
形
か
ら
は
「
ヨ
ウ
」

は
出
て

来
得
な
い
の
で

、

あ
る
程
度
ま
で
「
ヨ
ウ
」

が
独
立
し
て
か
ら

(
即

ち 、

第
一

・
二
段
階)

他
よ
り
類
推
し
て

、

「
こ
よ
う

」

が
成
立
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。

(
注
目
)

「
国
語
に
於
け
る
東
西
方
言
交
渉
史
上
の
諸
問
題
」
(
国
語
と
国
文

学 、

十
四
巻
九
号)

そ
の
他
の
論
文

。

た
だ

、

納
得
の
ゆ
く
説
明
が

な
さ
れ
れ
ば 、

撤
回
し
て
も
よ
い
旨 、

お
認
を
う
か
が
っ
て
い
る

。

-
鹿
児
島
大
講
師
|

!r� 

2L 

活用の型

カ ・ ガ行 ア ・ ハ・ ャ ・ ワ 行 活用の行

披上合211' 提 カ 医 ス 掛 避 局受 ノ 鋸見消閲答換伝与作
カ ス 古n 円L 

セセセセ ゲゲ ケ ケ ケ ケ ケ ケ ケ 1こ 1二 1ニ ヨニ コニ 1二 コニ 1こ

1 1 カI，�
1 1 3 ヨ

( 1 1) (1) 巨 ウ
1 1 1 1 1 1 1 1 34 13 ( 

大 ヌ
7

1 1 4 1 
再 表

百己
18 3 15 高(1)  . 

世忠
1 1 1 2 

巨 ウ
(1) (1) 

1 大 ズ l
表 |1 再(1) 言己

3 高(1) (1) 
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洞門抄物に見える助動詞「ヨウJについて

下 段

7 行 "7 fj タ ・ ダ行
溺人ホ11，'; 免 離忘呉乱 認明怪党休収求モ 展述乏 カ 出 断 立

ク 、/
レ レ レ レ レ レ レ レ レ メ メ メ メ メ メ メ メ ベベベ ネ ア ア ア

l 
(1) (1) 

1 1 1 2 1 1 、 1 1 1 

1 1 1 1 1 

. 1 1 1 1 1 1 1 
(1) 

1 

3 3 1 
(1) 

1 l 

1 
(1) 

1 1 4 2 
(1) (1) (1) (1) (1) (1) 

助 動 詞 サ
上二段 上一段ヨタ下に

下二段型

シ サセラ レ 為 用朽過起 似見 主主露

メ セ レ イ チ ギ 牛 レ レ

1 2 

14 62 
(1) 

4 3 6U l 1 1 154 1 

1 4 29 

1 1 33 2 1 203 
一

1 1 

2 1 1 4 7 1 

1 2 2 4 7 40 

3 

5 9 5  76 

25 



詞助
動

シスノレ
ム ・

サラ
スノレ
. . 

7 

サ
変

1 

14 

60 

1 I 4 

2 I 33 

l l 

15 1 

16 40 

3 

19 76 

ー上
王宝

カ
ガ
タ
ヤ
行

2 

3 

一

一上
段

てr 7 て7

ナ

:f丁
- ノ「ーJ 行

2 

62 1 
(1) 

155 8 3 

29 3 1 

203 2 2 

1 

6 1 

1 

(1) 
8 
(2) (4) 

下 段 活用の型 第
，、 ナ タ サ カ ア

ノ、
ダ ザ 対

f ヤ 活用の行
ワ 表

:fj :fj 行 イ:fjー 仁ノ一T 行
1 l 無、

1 ヨ4 
巨(2) (1均 ウ

2 4 49 ( 
大 ズ) 

1 1 I 6 再 表
三己

2 36 
高(1) (1) 

無、
5 

巨 ウ
(1) (1) (1) ( 

1 1 
大 ) ス

1 1 表
(1) 再 三ロ日'-' 

3 
高(2) 
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